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↑「無法地帯」の芦名漁港／↓不法投棄の現場 

↑不法占用で設置されたバースと不法係留船 

←「湘南サニーサイドマリーナ拡張計画」と銘打って、船舶オーナーに配られた計画図面。違法な埋立と 

  不法占用の動かぬ証拠。全区画とも市の許可を得ていないが完成間近。ぜひ実際に現地をご覧下さい。 



私たちの団体が把握しているこれまでの経緯 

2019 年 

3 月 27 日 湘南サニーサイドマリーナ株式会社の意を受けて大楠漁協が「漁礁

兼消破堤」名目の離岸堤整備について市に申請書提出 

4 月 1 日 上地市長が「漁礁兼消破堤」にかかる占用の許可証を交付

6 月 20 日 長井漁協と湘南サニーサイドマリーナ株式会社間で協定書。同社に

よる周辺海域の占用使用に同意し、「迷惑料及び漁業協力金」として

1 億 5000 万円を長井漁協に支払うとの内容 

6 月 20 日 同社の意を受けた大楠漁協が「漁礁兼消破堤」名目の離岸堤整備に

ついて神奈川県農政部水産課に申請書を提出 

6 月 21 日 県知事「漁礁兼消破堤の延伸及びその業務に使用する船舶の作業

に必要な水深を確保するための岩礁破砕」に許可証交付

8 月 2３日 同社の意を受けた大楠漁協が浚渫及び海洋投棄を開始 

10 月 23 日 漁業者が海洋投棄に対し「アカザエビ漁場で投棄するのはやめてほ

しい」旨を抗議。他にも多くの被害報告が相次ぐが不法投棄は継続 

2020 年 

3 月頃 同社の意を受けた大楠漁協による離岸堤整備が完了。しかし、何故

か浚渫と海洋投棄は続く 

8 月 21 日 同社が無許可のまま船舶係留施設のための杭を設置開始 

8 月 28 日 近隣自治会長から神奈川県知事及び横須賀市長に対し、違法工事

について質問状提出(いずれも現在に至るまで回答なし) 

9 月 28 日 地域住民が航空撮影により浚渫及び海洋投棄の現場を撮影 

10 月 12 日 同社が無許可で一部係留施設を完成させ、船を係留(その後も増設) 

11 月 19 日 地域住民からの情報提供を受け、横須賀市民オンブズマンと横須賀

市議が調査開始 

12 月 4 日 市・みなと振興部長が「近隣住民の同意がなくとも申請させて許可を

出す」と明言

12 月 17 日 週刊新潮がスクープ 

12 月 22 日 横須賀市民オンブズマンが横須賀市に住民監査請求。各紙の報道 

12 月 23 日 浚渫による自然保護区域の環境破壊と違法埋立が発覚 

            ※その他、詳しい情報は横須賀市議 小林伸行氏が 

              12 月 15 日のブログ記事にまとめてくれています。 
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